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水銀の原子吸光分析 還元気化法（cold-vapor 法）
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236.5 nm

K = 1.8×108

第一水銀の生成速度の研究

⇌ 第一水銀の生成速度・・・測定できない

第一水銀の不均化速度・・測定できるかもしれない⇌

① Hg0 水相 → 気相 追い出す

② Hg2+ 別の化学種に変える 錯化
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第一水銀の不均化速度の研究
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k1 = 9.0 s－1
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水銀をテーマにした研究

有機非電解質の水溶解度の研究



過剰量の溶質
水溶液









P = KHX2

d ln P /dT = ΔHsub/(RT2)

.1
303.2

log 2 const
TR

H
X sub +

Δ−
=







溶質蒸気を利用する飽和水溶液の調製の特徴

１．ヘンリー則に従うかどうか実験的に確認できる。

２．過剰の溶質が存在しない。

３．Henry’s Law Constant
Sublimation Enthalpy を容易に求めることができる。

Dohanyosova P, Fenclova D, Vrbka P, et al.
Measurement of aqueous solubility of hydrophobic volatile organic compounds by solute 
vapor absorption technique: Toluene, ethylbenzene, propylbenzene, and butylbenzene
at temperatures from 273 K to 328 K
JOURNAL OF CHEMICAL AND ENGINEERING DATA 46 (6): 1533-1539 NOV-DEC 2001 



シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

水銀をテーマにした研究

有機非電解質の水溶解度の研究



シクロデキストリン（CyD）

グルコピラノースを構成単位とする
環状のオリゴ糖

構成単位 ６個・・α-CyD
7 個・・β-CyD
8 個・・γ-CyD

底の抜けたバケツ状構造

分子の外側・・親水性

空洞内部・・・疎水性

包接体生成の会合定数の測定
Guest の溶解度の測定

Guest の揮発速度の測定
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Guest の溶解度の測定
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I.S. & Youko AKAMINE
B.C.S.J.,60, 2059(1987)





水銀をテーマにした研究

シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

有機非電解質の水溶解度の研究

イオン交換樹脂による有機非電解質の捕捉に関する研究
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１．樹脂への捕捉機構は、吸着ではなく、分配である。

２．分配係数の対数値（log K）とlog Kow との間にほぼ直線の相関がある。

３．ベンゼン環を有する溶質は樹脂に強く捕捉される。

樹脂マトリックスのπ電子と芳香環とのπ－ π相互作用が働いている。

従来、イオン交換樹脂は電解質のみを捕捉すると考えられていた

有機溶媒による溶媒抽出



水銀をテーマにした研究

シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

有機非電解質の水溶解度の研究

イオン交換樹脂による有機非電解質の捕捉に関する研究

揮発性の溶質揮発性の溶質
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水銀の原子吸光分析

還元気化法（cold-vapor 法）

Hg の水相－気相間の分配

通気
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溶質濃度の測定
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K = 1.8×108

第一水銀の生成速度の研究
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第一水銀の不均化速度の研究
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水銀をテーマにした研究

有機非電解質の水溶解度の研究
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d ln P /dT = ΔHsub/(RT2)





















溶質蒸気を利用する飽和水溶液の調製の特徴

１．ヘンリー則に従うかどうか実験的に確認できる。

２．過剰の溶質が存在しない。

Dohanyosova P, Fenclova D, Vrbka P, et al.

Measurement of aqueous solubility of hydrophobic volatile organic compounds by solute 

vapor absorption technique: Toluene, ethylbenzene, propylbenzene, and butylbenzene 

at temperatures from 273 K to 328 K 

JOURNAL OF CHEMICAL AND ENGINEERING DATA 46 (6): 1533-1539 NOV-DEC 2001 

３．

Henry’s Law Constant

Sublimation　Enthalpy

を容易に求めることができる。









シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

水銀をテーマにした研究

有機非電解質の水溶解度の研究







シクロデキストリン（CyD）

グルコピラノースを構成単位とする

環状のオリゴ糖



構成単位 ６個・・α-CyD

　　　　  7 個・・β-CyD

　　　　  8 個・・γ-CyD

底の抜けたバケツ状構造

分子の外側・・親水性

空洞内部・・・疎水性

包接体生成の会合定数の測定

Guest の溶解度の測定

Guest の揮発速度の測定
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Guest の溶解度の測定
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Guest の飽和水溶液

N2 gas
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I.S. & Youko AKAMINE
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イオン交換樹脂による有機非電解質の捕捉に関する研究

水銀をテーマにした研究

シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

有機非電解質の水溶解度の研究













－

CH

－

CH

2

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

CH

2

－

CH

－

イオン交換基

陽イオン交換樹脂

　－SO3－

陰イオン交換樹脂

　　　   CH2

　－CH2N－CH2+

　　　　　　CH2





















































































































































































































































































































a

b

c

d

e

f

Dowex 1-X4

20－40 mesh

Acid Red 1

(anionic dye)
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陽イオン交換樹脂







１．樹脂への捕捉機構は、吸着ではなく、分配である。

２．分配係数の対数値（log K）とlog Kow との間にほぼ直線の相関がある。

３．ベンゼン環を有する溶質は樹脂に強く捕捉される。

樹脂マトリックスのπ電子と芳香環とのπ－ π相互作用が働いている。

従来、イオン交換樹脂は電解質のみを捕捉すると考えられていた

有機溶媒による溶媒抽出











揮発性の溶質

水銀は水に濡れるか？

水銀をテーマにした研究

シクロデキストリンによる有機非電解質の包接に関する研究

有機非電解質の水溶解度の研究

イオン交換樹脂による有機非電解質の捕捉に関する研究
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